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建
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工事中、市民のみなさ 

んにご不便をかけてい 

た西北中央病院の第 2 

期工事は、 4 月に完成 

し、新 Lい建物で診療 

をはじめています。 

長
 

院
 

田
 

福
 

 

サプラィ室（ 3階） 

 

昭和33年9月1日第三種郵便物認可 

一
階
は
，
中
央
放
射
線
科
を

中
心
に
、
理
学
治
療
室
（
マ
ッ

サ
十
ジ
）
、
処
置
室
が
あ
り
、
 

と
く
に
、
x
線
は
、
こ
れ
ま
で

の
古
い
施
設
r

ー
 三
室
三
台
の

も
の
が
、
そ
の
能
力
を
二
倍
以
 
 

上
に
し
、
い
ま
ま
で
の
低
圧
を

全
部
高
圧
装
置
に
切
り
替
え
、
 

高
性
能
の
新
し
い
機
械
と
三
台

増
台
し
、
フ
イ
ル
ム
現
像
は
、
 

自
動
現
像
機
の
導
入
に
よ
り
，
 

そ
の
現
像
、
乾
燥
の
処
理
を
数

分
で
解
決
で
き
、
患
者
さ
ん
方

の
待
ち
時
間
短
縮
サ
ー
ビ
ス
 
（
 

診
療
の
迅
速
化
）
の
徹
底
を
は

か
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

二
階
の
中
央
検
査
科
も
、
こ

れ
ま
で
の
三
倍
以
上
の
床
面
債

も
確
保
し
、
診
療
時
に
お
け
る

的
確
な
判
断
を
く
だ
す
に
必
要

な
、
各
種
の
最
新
の
医
療
機
械

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
三
階
は
、
第
二
期
工
 

い
ま
、
引
き
続
き
第
三
期
工

事
（
こ
れ
が
最
終
工
事
で
す
）
 

を
急
い
で
い
ま
す
が
、
こ
の
内

容
は
、
 一
階
に
外
来
各
診
療
部

門
、
薬
局
、
救
急
専
問
処
置
室

等
、
二
階
に
は
、
外
来
各
診
療

部
門
、
事
務
管
理
部
門
そ
の
他

で
入
る
予
定
で
す
。
 

工
事
は
年
内
（
十
二
月
）
完
 
 

事
の
心
臓
部
で
、
中
央
滅
菌
（
 

各
種
器
械
の
消
毒
、
中
央
集
中

管
埋
、
材
料
諸
室
な
ど
が
あ
り

こ
こ
に
は
．
高
圧
蒸
気
滅
菌
装

置
を
二
台
常
設
し
、
三
百
床
病

院
の
各
か
い
各
所
で
使
用
さ
れ

る
診
療
材
料
の
整
備
、
消
毒
、
 

調
達
を
一
手
に
引
き
う
け
て
お

り
、
そ
の
隣
に
は
、
中
央
手
術

場
が
三
室
、
常
時
五
台
の
手
術

台
が
可
働
で
き
る
よ
う
な
、
最

新
施
設
が
完
備
し
て
い
ま
す
。
 

四
階
は
、
産
婦
人
科
病
棟

一
一

十
五
床
、
五
階
は
小
児
科
病
棟

二
十
五
床
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

専
門
の
部
屋
 
陣
痛
室
，
分
娩

室
、
沫
浴
室
、
未
熟
室
．
新
生

児
室
、
授
乳
室
、
乳
児
室
、
幼

児
室
、
学
童
室
、
遊
ぎ
室
等
）
 

に
新
し
い
器
具
、
備
晶
が
施
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

成
を
目
ざ
し
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 し
た
が
つ
て
、
あ
と
数

か
月
問
、
う
る
さ
い
で
し
よ
う

が
、
ご
理
解
の
上
協
力
願
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
と
併
行
し
て

病
棟
、
診
療
補
助
部
門
、
施
設

の
充
実
も
急
い
で
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら

の
計
画
 ー

 



保 険 税 調 

1 世帯当 1 人当り 
り保険税 保険税 

	

9.693 	2.691 

	

9.390 	2.343 

	

10.732 	2.795 

	

11.434 	2.492 

	

8.802 	1.886 

	

9.867 	2.093 

	

10.010 	2.229 

	

8.957 	2.180 

	

10.786 	2.225 

	

14.472 	2.810 

	

11.510 	2.254  

（引年度） 

1世帯当 1人当り 
り保険税 保険税 

	

11.415 	2.166 

	

10.989 	2.375 

	

15.703 	3.020 

	

13.539 	2.457 

	

11.377 	2.056 

	

10.062 	2.107 

	

10.937 	2.353 

	

12.474 	2.420 

	

12.431 	2.434 

	

7.5T2 	1.579 

	

0.831 	1.R69 
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原

l
 

町
 
森
前

戸

石
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田
 

所
和

市
 
青

弘
 
八
 黒

五

十
 市

市
町

町
町
 

沢
 
つ
沢

造
浦
 

ケ
 

三
む
鯵

木

深
 

つ
て
も
、
 

窓
ロ
で
お

金
を
支
払

わ
な
く
て

も
よ
い
わ

け
で
す
。
 

初
診
料

も
い
り
ま

せ
ん
。
 

こ
の
分
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は
、
市
の
国
保
で
医
者
に
支
払

い
ま
す
。
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②
 

市政ニユース 

保
険
税
は
、
国
保
の
給
付
改

善
で
あ
る
家
族
の
七
割
給
付

乳
児
の
十
割
給
付
と
、
み
な
さ

ん
が
医
者
に
か
か
つ
た
費
用
が

高
く
な
つ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
 

年
々
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
 

し
か
し
、
市
と
L
て
は
、
で
 

し
 

綴
鷺
織
鷲
購
瞬
 

き
る
だ
け
み
な
さ
ん
に
無
理
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
、
最
少

限
度
で
四
十
二
年
度
か
ら
保
険

税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

こ
の
こ
と
は
．
表
を
み
て
い

た
だ
い
て
ご
了
承
し
て
く
だ
さ
 

、
 。
 

し
た
が
つ
て
、
医
者
に
か
か
 

四
月
一
日
か
ら
、
満
一
歳
未

満
の
赤
ち
や
ん
は
、
十
割
給
付

に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険

で
、
世
帯
主
が
医
者
に
か
か
つ

た
と
き
は
、
医
者
の
窓
ロ
で
、
 

そ
の
費
用
の
三
割
を
払
い
、
家

族
が
か
か
つ
た
と
き
は
、
五
割

払
う
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
し
た

そ
れ
が
、
昭
和
四
十
二
年
一

月
一
日
か
ら
は
、
家
族
の
方
も

世
帯
主
と
同
じ
に
、
医
者
の
窓

口
で
、
三
割
払
い
ば
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

た
と
え
ば
千
円
か
か
り
ま
す

と
、
患
者
が
医
者
の
窓
ロ
で
三
 

慧
舞
購
「
舞澱
（灘
 

お
産
を
し
た
家
族
の
世
帯
主

に
「
助
産
費
」
を
二
千
円
給
付

し
ま
す
。
 

ま
た
、
死
亡
の
と
き
は
、
そ

の
葬
式
を
だ
し
た
方
に
 
「葬
祭

費
」
と
し
て
、‘
二
千
円給
付
し
 

百
円
支
払
え
ば
よ
い
の
で
す
。
 

の
こ
り
の
七
百
円
は
、
市
の

国
保
で
支
払
い
ま
す
。
 

ま
す
。
手
続
き
は
、
出
生
、
死

亡
届
と
戸
籍
係
に
だ
し
、
そ
の
 

「
申
請
証
明
書
」
に
「
国
民
健

康
保
険
者
証
」
を
添
え
て
、
保

険
衛
生
課
に
だ
し
て
く
だ
さ
い

す
ぐ
そ
の
場
で
支
給
し
ま
す
。
 



市町村 

被保険者1人当りの 
医療費 

市町村 轟買 40 買 
円 	 円 

③ 市政ニユース 

病類別死亡状況 （昭和40年） 

慢疾 1即 2一I% 

母性 

274 4.22 

乳幼児 3加 

I 疾 137 2.1％ 	その他 3刃 7.361 	8.936 
6861 	7.476 
6.137 	7.565 
6.018 	7.537 
4.825 	5.857 
5 214 	6.743 
4.736 	6.295 
5.709 	6.112 
5.486 	6.650 
4.750 	6.544 
4.497 	5.691 
5.070 	5.782 
4.733 	5.823 
5.337 	6.430 
5.003 	6.962 
4.965 	6.415 
5.633 	.6.272 
4.883 	6.545 
4.638 	6.288 
5.063 	6.064 
4.378 	5.236 
4.531 	6.012 

柔
道
整
復
師
 

（
ほ
ね
つ
ぎ
）
 

針
い
 
（
は
り）
 

．指
圧
師
（
あ
ん

ま
）
 
に
か
か
つ

た
と
き
は
、
全

額
を
立
て
替
え

て
い
た
だ
き
そ

の
「
領
収
書
」
 

と
「
診
療
明
細

書
」
 
一医
者
の

同
意
書
」
を
添

え
て
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
 
 

市
市
市

市
市

市
市
 

森
前
戸
石
順

畑

沢
 

“
一
 
二J
．
ノ所
和
！

1
 

青

弘
 
入
 
黒
五
 
十
 
三
 

市
町

町
町
村
村
村
村

村

町
町
町
町
村
村
 

つ
 
沢
造
浦
田
崎
 
垣
九

柳
木
里
 
田

浦
泊
 

む
鯵

木
深
森
岩
柏

稲
車

板
金
中
鶴
市
小
 

ケ 鯵ケ沢町 

難
病
轟
 

保
険
被
保
険
者
証
を
持
つ
て
い

な
い
と
き
は
、
全
額
を
立
て
替

え
て
い
た
だ
さ
、
そ
の

「
領
収

書
」
と
「
診
療
明
細
書
」
を
添

え
て
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

保
険
課
で
は
、
こ
の
書
類
を
県

の
審
査
委
員
会
に
送
り
、
給
付

額
を
決
め
て
も
ら
い
、
み
な
さ

ん
に
支
払
い
し
ま
す
。
 

健
康
相
談状
況
 

（
昭
和
4
0年
）
 

年

々
、
働
き
ざ
か
り
の
方
が

会
社
や
商
店
等
に
勤
め
、
社
会

保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
 

国
保
は
、
年
を
追
つ
て
被
保
険

者
が
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
と

年
寄
り
が
多
く
国
保
に
残
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
 

子
ど
も
と
年
寄
り
は
、
ど
う

し
て
も
病
気
に
か
か
り
易
く
、
 

長
期
に
わ
ず
ら
う
方
も
多
い
の

で
、
医
療
費
も
多
く
か
か
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
四
十
一
一

年
一
月
か
ら
家
族
を
七
割
給
付

と
し
、
さ
ら
に
四
月
か
ら
満
一

歳
未
満
の
赤
ち
や
ん
は
、
十
割

給
付
と
し
た
の
で
す
。
 

そ
の
他
、
保
健
衛
生
活
動
を

強
化
し
、
病
気
の
早
期
発
見
、
 

早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
四
十
二
年
度
に

は
、
保
険
税
を
医
療
費
に
見
合

つ
た
改
正
が
な
さ
れ
、
健
康
で

明
る
い
ま
ち
を
作
る
た
め
、
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、

ノと
く
に

お
願
い
し
ま
す
。
 

保
健
婦
は
、
み
な
さ
ん
の
健

康
を
た
も
ち
、
よ
り
増
進
す
る

た
め
、
毎
日
、
活
動
し
て
い
ま

す
。
衛
生
教
育
や
健
康
相
談
、
 

伝
染
病
、
寄
生
虫
に
よ
る
病
気

そ
の
他
の
病
気
の
予
防
活
動
、
 

母
性
や
乳
児
の
衛
生
や
、
栄
養

改
善
、
実
地
の
指
導
や
講
習
会
 

。ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
と
、
あ
 

昭
和
四
十
年
度
の
全
国
平
均

は
、
七

・
三
七
一
円
、
県
平
均

は
、
六
・
八
二
三
円
、
県
最
高

は
平
館
村
の
九
・
六
三
八
円
、
 

県
最
低
は
佐
井
村
の
四

・
〇
六

五
円
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

ら
ゆ
る
面
で
活
動
を
つ
づ
け
て

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
が
、
相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
 

す
ぐ
．
ま
い
り
ま
す
。
 

一
一保
健
税
の

改
正
は
」
一驚
難
一
農w」
 

”
喜
一
巌
霊
医
療
費
，に
．見
ム
月
つ
額
議
一
 

鰯
縁
織
澱
欝
灘
鰯
 

織
継
綴
 

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
の

行
為
に
 
よ
つ
て
、
 給
付
事
由

が
生
じ
た
と
き
は
、
国
保
の
世

帯
主
は
、
被
害
を
う
け
た
方
の

氏
名
、
被
害
の
状
況
、
第
三
者

の
住
所
、
氏
名
を
市
に
届
け
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
か
ら
、
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ま
た
、
国
保
の
こ
と
に
つ
い

て
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険
衛

生
課
保
健
係
ま
で
お
い
で
く
だ
 

『こ
・
 

さ
い
。
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市政ニユース 

死 を 招 

交通安全スローガン 

アツ、あぶない 

そのスビードカ、 

季
節
保

育
所
を

市
長
慰
間
 

雑
1
7防

止
器
を
つ

け
て
い
な

い
パ
イ
ク

や
自
動
車

は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ

オ
に
雑
音
 

（妨
害
電

波
）
を
入

れ
、

一
般

に
た
い
へ

ん
め
い
わ

く
を
か
け

て
い
ま
す

防
止
器
 

は
、
自
動
 

車
工
場
、
パ
イ
ク
店
、
東
北
電

力
な
ど
で
簡
単
に
取
り
つ
け
ら

れ
ま
す
。
 

な
お
、
六
月
二
十
八
日
、
五

所
川
原
農
林
高
校
前
の
路
上
で

雑
音
防
止
器
の
取
り
つ
け
を
行

な
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
取
り
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
 

ご
協
刀
願
い
ま
す
。
 

・

ご
心
配
は

か
ら
だ
に
毒
 

  

毎
週
水
曜
日
、
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
市

農
業
委
員
会
事
務
局
の
二
階
で

相
談
員
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す

心
配
ご
と
の
ご
ざ
い
ま
す
方
は

ど
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

取
り
つ
け
は
、
数
分
で
終
り

ま
す
し
終
つ
た
車
に
は
 
「防
止

済
」
 
の
シー
ル
を
貼
布
l
ま
す

価
格
は
パ
イ
ク
ー
気
筒
用
百
五

十
円
、
自
動
車
二
気
箇
用
は
三

百
円
、
四
気
筒
用
は
五
百
円
で

工
料
は
無
料
で
す
。
 

良
体
障
害
者
の
巡
回
診
査
更

生
相
談
を
行
い
ま
す
。
手
帳
を

持
つ
て
い
る
方
で
、
障
害
に
変

化
の
あ
る
方
は
お
い
で
く
だ
さ

し
。
 

な
お
、
ご
希
望
の
方
は
、
ご

手
数
で
も
受
診
科
名
、
住
所
、
 

氏
名
、
年
令
を
六
月
中
に
市
福

祉
事
務
所
福
祉
係
に
お
知
ら
せ

願
い
ま
す
。
 

農
繁
期
に
子
ど
も
を
水
死
事

故
や
交
通
事
故
か
ら
守
う
う
と
 

こ
と
し
も
各
地

で
、
田
植
の
期

問
李
節
保
育
所

が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
 

開
設
し
た
と

こ
ろ
は
、
水
野

尾
、
戸
沢
、
沖

飯
詰
、
川
山
、
 

毘
沙
門
、
長
富

の
六
か
所
で
、
 

市
長
は
、
五
月

二
十
八
日
、
保

育
し
て
い
る
方

の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
子
ど
も
た

ち
を
激
励
に
ま
 

△
と
 
き
△
 

七
月
十
日
 

眼
 
科

七
月
二
十
入
日
 
整
形
外
料

八
月
九
日
 

耳
鼻
咽
喉
科

時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
△
 

下
平
井
町

（
老
人
ホ
ー
ム
隣
り
 

）
 五
所
川
原
市
福
祉
会
館
 

▽
持
つ
て
く
る
品
△

身
障
手
帳
所
持
者
は
手
帳

新
し
く
申
請
さ
れ
る
方
は
、
 

健
康
保
険
通
帳
 

印
か
ん
。
 昼
食
 

・

現
金
を
送
る
に
は
 

現
金
書
留
で
 

現
金
を
郵
便
で
送
る
と
き
は

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
現

金
書
留
で
だ
し
ま
し
よ
う
。
 

普
通
の
郵
便
物
の
中
に
、
現

金
を
入
れ
た
の
が
発
見
さ
れ
ま

す
と
、
郵
便
物
は
差
出
人
に
返

さ
れ
た
う
え
、
百
二
十
円
を
徴

収
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

わ
り
ま
し
た
。
 

（
写
真

…
水
野
尾
に
て
）
 

・

ニ
輪
車
に
乗
る
と
き
は
…

・
 

ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
か
ぶ
ろ
う
 

県
下
で
、
昨
年
中
の
二
輪
車

に
よ
る
死
亡
事
故
は
三
十
五
人

で
交
通
事
故
に
よ
る
全
死
亡
者
 

（
百
六
十
五
人
〕
の
二
〇

・
七

督
を
し
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、
頭
部
の
け
が
に

よ
る
も
の
が
八
〇
者
 
（
二
十
入

人
、
と
い
う
高
い
死
亡
率
と
な

つ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
い
ま
、
・
一の
二
輪
車
の

死
亡
事
故
を
な
く
す
る
た
め
「
 

ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
か
ぶ
る
連
動
」
 

を
行
な
つ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
 

ノ
‘
、
 

ー  あなたの車は 	 I 

雑音防止済でしようかー」一 

 

分譲地のほしい方は 

早 め に ど う ぞ 
松島団地の分譲地は、残り少なくなりました。欲し 

い方は、早く申し込まないと買いおくれます。価格 

はいろいうありますが、最高が坪 9 、 33 7円です 

    

身
障

者
の

巡
回
診
査
更

生
相
談
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